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佐藤内科クリニック

診療時間 月

●

火

●

水

■

木

●

金

●

土

■

日

／

休診日：日曜日・祝日

※受付は診療時間終了の30分前まで ※昼休み無

■：9:30～13:30

9 :30～16:00
院　長：佐藤　祐邦
診療科：一般内科・胃腸内科
住　所：福岡市東区箱崎3丁目5-42 エフタス3F
電　話：092-409-2431
駐車場：完備

佐藤内科クリニック

当院では一般内科、

内視鏡検査（胃カメ

ラ・大腸カメラ）、胃腸

と栄養、予防医療（エ

イジングケア）など幅

広い診療を行ってお

ります。私は福岡大

学医学部を卒業後、

福岡大学筑紫病院

消化器内科へ所属し、指定難病であるクローン

病や潰瘍性大腸炎といった炎症性腸疾患の患

者様を多く診させて頂きました。この病気は治

療薬として免疫を抑制する薬を飲まれる方も多

くおられます。これは“がん”の発生に一段と注

意し、早期発見をする必要があるため、丁寧で見

落としの無い内視鏡検査の研鑽を重ねて参りま

した。また、消化管の機能不全による栄養失調に

も接する機会が多々あり、栄養の多寡による症

状と治療の理解を深めて参りました。さらに大学

関連病院では消化器内科と並行して、一般内科

の外来や入院診療も行っておりました。これらの

様々な経験から「病気にならない」「早期に介入

すること」「生活の質の改善」等の重要性を認識

したことから、積極的に栄養を含めた予防医療

も行って参りたいと考えております。これまで

培ってきたこれらの経験を生かし、少しでも皆様

に貢献出来ましたら幸いです。スタッフ一同心よ

り信頼されるクリニックを目指し努力して参りま

す。お身体のことで何か気になることがございま

したら、どうぞお気軽にご相談ください。

院長院長

受付受付外観外観

56
Aug2023

●患者・家族相談支援センター
● 医師紹介
● PFO閉鎖術
● 令和健康科学大学 OPEN CAMPUS

● 開院36周年記念式典
● 七夕行事
● 医療連携医紹介



脳卒中という病気は一旦発症すると、後遺症に悩まさ
れることも少なくありません。これからの生活や仕事、
リハビリや再発リスクについてなど、不安や悩みを抱
えるのはとてもつらいことだと思います。当院では脳
卒中に関する様々な相談・支援を行う目的で『脳卒中
相談支援センター』を設置しております。患者様、ご家
族だけで悩みを抱えずにいつでも当センターをご利
用ください。脳卒中という病気やその後遺症を抱えな
がらでも、充実した日々を患者様・ご家族が過ごせるよ
うサポートいたします。

がん相談支援センター

患者・家族相談支援センター

お困りごとがあれば、お話をお聞かせください。一緒に
考え問題解決のお手伝いをいたします。
患者さまやご家族の個人情報などには配慮して対応
いたしますので、お気軽にご相談ください。相談は無料
です。

※ただし、年末年始（12月29日～翌年1月3日まで）については、
　受付業務を行っておりません。
　各相談は無料です。

土曜日　　　　　9:00～12:00まで
医療相談窓口：月曜日～金曜日　9:00～17:00まで

地域がん診療連携拠点病院として、当院にはがん専門相談員が配置された「がん相談
支援センター」があります。
「がん」と聞くと怖いイメージを抱かれるのではないでしょうか？
この病気を診断された方は多くの不安や悩みごとも抱えるのではないでしょうか？
そして、患者様だけでなくご家族やその周りの人々も同様な気持ちになると思います。
当センターでは治療のこと、療養生活のこと、社会資源の利用方法などがんと共に過ご
される方（患者様）とその周りの方々への支援と情報提供をさせて頂きます。
安心して治療や療養生活が送れるように様々な助成なども実は多くあります！
みなさんが感じている困りごと、何か心の中に浮かんだことを話に来られませんか。
がんと共に生活される皆様にがん専門相談員はいつも寄り添い、共に悩み・考えながら
歩ませていただけたらと願っております。

脳卒中相談支援センター

医療相談窓口のご案内

● 病気の事で不安な気持ちを聞いてほしい
●支払いで困っている
●後遺症があり退院後の生活が心配
●リハビリできる病院の情報が知りたい
●家族の介護をしている自分の治療が必要となり、これ
からのことが心配

●仕事を続けていけるか心配
●病気や治療の説明をうけたが、分かりにくかった

主 な 相 談 内 容

リハビリの専門家へ相談栄養・食事の専門家へ相談薬の専門家へ相談

その他の窓口：月曜日～金曜日　9:00～16:00

相談員以外の専門家への相談も可能

当院は退院後の支援として、認定看護師による看護外来を始めました。
「家に戻ってみたら、こんな事が気になる。」「退院した時、入院中はこんな（症状）だったか
な。どうだったかな？大丈夫なのかな？」等の疑問へのお答えや、主治医との橋渡しを行う
ことで困りごとや不安が少しでも減り安心した生活が送れるよう支援いたします。
住み慣れた場所で安心した療養生活を送れることは皆さんと同様、わたしたちにとっても
何よりもの願いです。
それを叶えるために、気軽な気持ちで「とりあえず、あそこに相談してみよう。」「ちょっと
立ち寄ってみようか」と是非のぞいてみてください。
秋には、同じように地域の患者様を支えている近隣の医療・福祉施設への対応も開始予
定です。いつでもお待ちしています。

「様々な窓口をもった総合支援センター」

始めました

● 脳卒中の治療と再発予防、後遺症について
●転院や退院後の生活・リハビリテーションについて
●介護保険・福祉サービスについて
●医療費や生活費の心配について
●就労について

主 な 相 談 内 容

● 処方薬や市販薬、サプリメントなどの
飲み合わせ

●薬の副作用
●薬の保管方法
● 服薬している薬について詳しく知り
たい

●目薬や吸入薬、インスリン、塗り薬な
どの使い方

●食の嗜好を取り入れた食事の提案
●生活に合わせた栄養情報の提供
●栄養バランスについて相談
●普段の食事での困りごと
 （食欲がない・体重が減ったなど）
●食事の形態の工夫

● 脳やがんの病気の治療時期や病状
に応じた専門スタッフが対応

●個々の治療状態や病状に合わせたリ
ハビリプログラムを提供

●ご自宅での運動方法や介助方法
●訪問リハビリ
●在宅サービス利用の提案
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心臓の右心房と左心房の間の壁（心
房中隔）に開いている孔を指します。
成人の2～3割にみられますが、通常は
症状がなく問題となることはありません。
しかし、稀にこの卵円孔開存が脳梗塞
や一過性脳虚血発作の原因となること
が知られています。

蒲池 浩文
 かまち　    　ひろふみ

カマチグループ　肝胆膵統括外科部長

●日本外科学会指導医
●日本消化器外科学会指導医
●日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医
●日本肝胆膵外科学会肝胆膵外科高度技能指導医
●臨床研修指導医
●緩和ケア研修修了

2022年4月より当グループに
入職し、2023年より福岡和白
病院に勤務しています。専門は
肝胆膵外科で、20年ほど北海道
大学にて肝胆膵悪性疾患の外
科治療を行ってきました。今後、
専門性を生かした医療を提供し
ていきたいと思っています。何
かお困りの際は、是非ともご相
談下さい。よろしくお願い申し上
げます。

外来診療案内（肝胆膵外科外来）

※診療日が変更になる場合もございます。ご不明の際には、下記へご連絡をお願い申し上げます。

医療連携室へご相談下さい

FAX ０９２-６０８-０２３３ TEL０９２-６０８-０００１〒811-0213 福岡市東区和白丘2-2-75

福岡和白病院社会医療法人財団 池友会

外科 外科 外科
外科

肝胆膵外科
外科

肝胆膵外科外科午前（9:00～12:00） 

土金木水火月

資 格

●肝細胞がん、肝内胆管がん、転移性肝腫瘍など
●胆石症（胆のう結石症、総胆管結石症、肝内結石症）
●胆道がん（胆管がん、胆のうがん、十二指腸乳頭部がん）
●膵腫瘍（膵臓がん、膵内分泌腫瘍、膵嚢胞性腫瘍）

対象疾患

コメント

卵円孔開存（PFO）をカテーテルで閉じることができる、心
臓内に留置する器具です。患者さまを脳梗塞再発から解
放し、お薬を長期間服用する負担を軽減することができる
画期的な医療機器です。

心臓の卵円孔開存（PFO）に対して、デバイスを留置する
ことで、血液の右心房と左心房の交通をなくし、脳梗塞の
再発を予防する治療法です。治療は全身麻酔または局
所麻酔をかけて行われ、カテーテルを足のつけ根の静脈
から心臓へ運び留置されます。閉鎖栓デバイスは次第に
内皮で覆われ、3か月ほどで被膜化されます。治療によって
抗脳梗塞の再発リスクを低減させることが考慮可能とな
り、抗凝固薬や抗血小板剤を終了することができます。

PFO閉鎖デバイスは、60歳未満の患
者さまを適用対象としております。詳しく
は主治医にご相談ください。

身体への負担が少ない、抗凝固薬を中止し出血を防ぐ、
脳梗塞の再発予防。

卵円孔開存とは
PFO閉鎖デバイス（AMPLATZER™ PFOオクルーダー）

治療方法（経皮的卵円孔開存閉鎖術）

期待される効果

令和5年　 福岡和白病院 入職
令和4年　 新行橋病院 入職
令和4年　 北海道大学病院消化器外科分野Ⅰ 診療教授

平成8年　 米国Cedars-Sinai Medical Center Liver 
　　　　　Support Unit Resarch Fellow

平成3年　 北海道大学医学部医学科卒業

経 歴

治療について詳しく知りたい方は、循環器内科または脳神経外科までご相談ください。

Doctor's introduction

AMPLATZER™ PFOオクルーダーを使用した
経皮的卵円孔開存閉鎖術（PFO閉鎖術）は心臓
の卵円孔開存による脳梗塞リスクを低減します。

PFO閉鎖術
「卵円孔開存」へのカテーテル治療可能

留意事項

脳梗塞再発予防の新しい治療法

vol.56



　令和5年7月1日　福岡和白病院が開院して36年を迎えました。

コロナ禍により、3年間中断していた記念行事も今年は無事執り行うこと

ができました。記念式典の後には食事も提供され、他部署間での交流・意

見交換も活発に行われておりました。

　これからも地域の中核病院として急性期医療の一端を担うべく職員一

丸となって精進してまいります。

　また、式典では、永年勤続30年、20年を迎えたスタッフが表彰されま

した。長い間、病院を支えていただいた事に感謝し、さらなる飛躍を期待

します。　

36th Anniversary

Ce re m ony

開院36周年記念式典

などたくさんの貴重な意見や感想を頂くことができました。
　行事開催の目的であった入院・治療に対しての不安やストレス
の軽減を図ることができ、コロナ禍でもこのような行事を行って
いく重要性を感じました。

「楽しく歌えた」「雰囲気が良かった」
「可愛かった」「皆で集まれたのが楽しかった」

おやつも
用意しました

今年も

七夕行事を行いました
　コロナ禍ではありますが感染対策を徹底し、各病棟で七夕会を行いました。入院患
者さまに季節感を感じて頂き、簡単な体操などでストレス発散を図りました。
　看護部・栄養科・リハ科が協力し連携することで無事終えることができました！

プログラム

1 体操

2 歌

3 劇

4 まとめ  ※軽食の提供

　七夕会終了後には参加者にアンケートにご協力いただきました。
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